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研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：社会・安全システム科学・社会システム工学・安全システム 
キーワード：安全管理、リスク解析、安全情報データベース、運転支援、シミュレータ 
 
１．研究計画の概要 

1990年代の後半になって、原子力燃料
設備での火災爆発事故、臨海事故など数
多くの重大事故が発生している。このよ
うな安全問題を解決する方法を大別する
と、１）設備技術の高度化、２）人間の
技能･技術の向上、３）人間の支援技術の
開発が挙げられ、数多くの実績,研究例が
報告されている。しかし、これらの安全
研究の多くは個別に行われており、提案
されている安全システムには統合化と言
う概念が導入されていない。安全管理業
務は、設備の運用の状況、従業員技龍の
レベルなどにより多種多様であり、その
状況に応じた機能を果たすシステムが必
要である。以上の問題に対して、本研究
では以下の３点を研究課題とし、システ
ム設計、システム実装、企業製造設備を
対象としての実用性の検証・評価を行う。
①ダイナミックシミュレータを中核とす
るプラント安全管理統合化システム（異
総進展解析・異常挙動予測システム・リ
スク評価システム、異常対応決定支援シ
ステム）の構築、②安全情報データベー
ス統合化、種々の安全技術情報、事故調
査情報を共有可能な知的基盤の構築、③
次世代統合化安全管理システム、運転支
援・安全情報教示システムの構築 
 
２．研究の進捗状況 
 
１．高度安全制御設計・実験用模擬プラント
構築 

実験用模擬プラントをダイナミックシミ

ュレータ，仮想現実感システムによりプロト
タイプシステムを構築した．模擬プラントを
操作するために、仮想現実感システムとダイ
ナミックシミュレータを統合する必要があ
る．仮想現実感システムとシミュレータのイ
ンターフェースを構築し，両システムのデー
タ交換を可能とした．これにより，仮想現実
感システムを経由し，各種誤操作，設備故障
を入力し，これをダイナミックシミュレータ
に反映することができる．ダイナミックシミ
ュレータは，仮想現実感システムより入力さ
れた故障・誤操作を引き金とし，プラントプ
ロセス変数の動的異常状態を再現すること
ができる．この状況を仮想現実感で表示する
と同時に回復操作などの操作手順を教示す
る．さらに，異常原因解析システムを構築し
た．化学プラントの設計情報を利用した異常
伝搬経路探索システムについて、プラントの
安定運転のために設置されている制御系の
抑制動作が異常伝搬を促進するケースには
対応できていなかった．今年度は，制御系の
抑制動作を考慮した異常伝搬経路探索アル
ゴリズムに改良して，改良アルゴリムの有用
性を検証した．異常時の対応は原因事象（発
生部位）に大きく依存する．このシステムを
統合することにより，より適切な異常時対応
が可能となる．システムの統合化と一部機能
をネットワークによる共同作業・実験環境構
築した．実験用模擬プラントにリモート操
作・監視機能，リモートエンジニアリング機
能を追加した． 
２．安全技術情報データベースと安全評価管
理支援システム 

安全技術情報データベースと安全評価管
理支援システムを構築した．事故事例・ヒヤ
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リハット情報のデータベース化と自然言語
処理を応用して，異常進展を抽出可能なシス
テムを構築した．さらに，HAZOP を基本と
するリスク評価システムを開発した．このシ
ステムについては実稼働プラントを対象と
して適用し，その機能を評価・検証している． 
 
３．現在までの達成度 
①ダイナミックシミュレータを中核とする
プラント安全管理統合化システム（異総進
展解析・異常挙動予測システム・リスク評
価システム、異常対応決定支援システム）
の構築；バッチプラント、ボイラープラン
トを対象として、システムを開発しており、
達成度は、当所の目的に対して、９０％で
ある。 
②安全情報データベース統合化、種々の安
全技術情報、事故調査情報を共有可能な知
的基盤の構築；ヒヤリハット・事故情報デ
ータベースシステムの開発；安全評価情報
のデータベース化を行っており、達成度は、
当所の目的に対して９５％である。 
③次世代統合化安全管理システム、運転支
援・安全情報教示システムの構築；システ
ムの統合化が必要であるが、一部実装が未完
成であり、達成度は当所の目的に対して、８
０％である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
当所計画に対して、統合化のための一部シス
テムの実装が未完成であり、これを完成させ
る。本研究により、企業と共同研究を実施し
ており、実稼働設備に適用し、本研究の成果
を検証・評価する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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